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フォトダイオードアレイ検出器SPD-M40の
UVカットオフフィルターによる
光分解性化合物ナプロキセンの高精度分析
High-precision analysis of the photodegradable compound Naproxen
with UV cut-off filter of a photodiode array detector SPD-M40

フォトダイオードアレイ（PDA）検出器を用いた分析は、広範囲の波長域の光を利用できるため、様々な化合物の定性および定量が可能
です。一方、試料に照射される光には低波長域の紫外線（UV 光）も含まれるため、光分解性化合物を分析する場合、UV 光が光分解を引き
起こすことが懸念されます。SPD-M40 は短波長領域の UV 光を透過しない UVカットオフフィルター*を搭載しています。これにより、PDA 内に
おける成分の光分解を抑制し、高い精度での分析を実施することができます。
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Abstract:

1. 光分解性化合物について
フォトダイオードアレイ（PDA）検出器は、広範囲の波長域の光

を利用するため、様々な化合物の定性・定量に利用することがで
きます。一方、低波長域の紫外線（UV 光）も含まれるため、光分
解性化合物の分析の際に、その分解を引き起こすことが懸念され
ます。光分解性化合物、特に医薬品に関しては多くの報告があり
ます（Table 1）。

2. SPD-M40のUVカットオフフィルターについて
SPD-M40では、短波長 UVを遮光するUVカットオフフィルター

を採用しました。フローセル内における化合物の分解を抑制して、
対象成分の定量性を確保します。

光分解性化合物が PDA 検出器内で光分解された場合、その定
量性の精度が損なわれる可能性があります。
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* 本機能はライオン株式会社様から頂戴したご意見を元に開発しました。

Fig. 1 光分解性化合物の光分解（ナプロキセンの場合）1）

化合物名 参考文献分類

非ステロイド性
抗炎症薬

ジクロフェナク

イブプロフェン

ナプロキセン

スリンダク

ニフェジピン

アムロジピン

17β-エストラジオール

テストステロン

カルシウム拮抗薬

ステロイドホルモン

ビタミンC
（アスコルビン酸）

ビタミンB12
（シアノコバラミン）

ビタミン剤

Table 1　光分解性化合物の報告例

Fig. 2　UV カットオフフィルターを使用しない場合のフローセル

Fig. 3　UV カットオフフィルターを使用した場合のフローセル
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光分解物 1
2-アセチル -6-メトキシナフタレン

光分解物 2
1-(6-メトキシ-2-ナフチル )エタノールナプロキセン

UVカットオフフィルターを使用しなかった場合のフローセル内
のイメージ図をFig. 2 に示します。フローセル内で UV 光を照射さ
れた目的化合物の一部は、光分解を受けて分解物へと変換されま
す。一方、UVカットオフフィルターを使用した場合のフローセル
内のイメージ図をFig. 3 に示します。 UVカットオフフィルターを使
用する場合、エネルギーの大きな短波長の UV 光はフローセルに
照射されないため、検出時における目的化合物の光分解を抑制
することができます。



3. ナプロキセン検量線に対する
　 UVカットオフフィルターの効果

UVカットオフフィルターを使用せずにナプロキセン試料を分析
し、得られた結果をFig. 4 に、UVカットオフフィルターを使用して
分析した結果をFig. 5 に示します。

4. 分析条件を変更した際の
　 UVカットオフフィルターの効果

一般的に、試料溶液の濃度が低くなるほど、光分解の反応性が
高くなります。ナプロキセン試料の分析に際し、試料の注入量を
少なくしたときに起こりうる光分解をUVカットオフフィルターが抑
制することができるか、検討した結果をTable 3に示します。UVカッ
トオフフィルターが光分解を抑制することで検量線の切片の値の
低下を軽減することが示されました。

5. 結論
・SPD-M40 は大きなエネルギーを持つ短波長領域の UV 光を透過

しない UVカットオフフィルターを採用しています。
・UVカットオフフィルターは、光分解性化合物を分析する際の光

分解を抑制します。特に、光分解が進行しやすい低濃度領域に
おいても保護効果を示し、微量の光分解性の試料を精度よく分
析することが可能です。

・注入量や流速など、分析条件を変更した場合でもUVカットオフ
フィルターは高い光保護効果を示し、精度の高い分析が実施可
能です。

Table 2　ナプロキセン試料の分析条件

Fig. 4　UV カットオフフィルター
未使用時の検量線

Fig. 5　UV カットオフフィルター
使用時の検量線

Fig. 6　流速 0.25 mL/min におけるナプロキセンの検量線（低濃度領域）

カラム Shim-pack VP-ODS (150 mm × 4.6 mmI.D., 5 µm)
温度 40 ℃
移動相 50% MeOH (0.1% acetic acid 含有 )
流速 1.0 mL/min
注入量 20 µL
検出波長 230 nm
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UVカットオフフィルター未使用時において、低濃度領域におけ
るナプロキセンの光分解が引き起こされ、結果として検量線の切
片が負の値を示しました。一方、UVカットオフフィルターを使用す
ることで、上述の現象を緩和することが示されました。PDA 検出器
による分析にUVカットオフフィルターを使用することで、光分解
性医薬品の定量を精度よく実施することが可能となります。

UVカットオフフィルター未使用時
傾き

91794
173067
344560
688032

切片
-16321
-10561
-8414
-2826

傾き
83854

168200
337882
663833

切片
-2973
-1801
-719
5499

UVカットオフフィルター使用時注入量
 （µL）

5
10
20
40

Table 3　ナプロキセン検量線の注入量依存性とUV カットオフフィルターの有無による差異

未使用時
傾き

1399666
700124
350301
175124

切片
-182475
-33047
-9970
-1355

傾き
1359458
677326
338615
170787

切片
-8904
-4975
-1137
1954

使用時流速 
（mL/min）

0.25
0.5
1
2

Table 4　ナプロキセン検量線の流速依存性とUV カットオフフィルターの有無による差異

また、ポンプの流速を小さくした場合、フローセル内に試料が
留まる時間が増加します。それにより増強されうる光分解をUVカッ
トオフフィルターが抑制することができるか、検討した結果を
Table 4とFig. 6 に示します。UVカットオフフィルターは、特に低流
速条件下にて低濃度領域におけるナプロキセンの光分解を抑制
し、検量線の精度を向上させることが示されました。
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